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株主メモ

当社の本社が所在する長野県上伊那郡宮田村の津島神社では、毎夏「宮田祇園祭」が催されて
います。この祭典には「暴れ神輿」と呼ばれる大人神輿があり、宮田祇園祭の代名詞でもあ

ります。
「暴れ神輿」は成人の男性しか担ぐことができません。非公開の御神体を桧でできた神輿に乗せ市
街地を練り歩きます。休憩の度に御神酒を口にしながら「おんたけやま」という歌を歌います。5
時間ほど練り歩き神社に戻ると御神体を社殿へ移し、神輿の破壊が始まります。神社の石段の上か
ら神輿を幾度もたたき落とし、真柱一本になるまでバラバラにします。神輿を壊すことで祭が成就
するとされており、祭を行わなかった時によくないことが起きたといわれ戦時中も休むことなく続
けられてきました。神輿の破片を屋根の上にあげておくとご利益があると信じられており、集まっ
た群衆が破片を奪い合う姿が見られます。毎年、村全体で大いに盛り上がります。お近くにお越し
の際はぜひ足を運んでみてください。

参考サイト ： http://www.miyadajin.com　　http://www.miyadatop.jp

NAGANO trend 27
信州宮田村「江戸から続く天下の奇祭・祇園祭」

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月

基 準 日

定時株主総会および期末配当については
毎年3月31日
中間配当および株主優待については
毎年9月30日

株 主 名 簿 管 理 人
三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL 0120-232-711（通話料無料）

単 元 株 式 数 100株

公 告 方 法

電子公告により行います。ただし、電子公
告によることができない事故・その他やむ
を得ない事由が生じた場合は、日本経済新
聞に掲載して行います。

（公告掲載アドレス） http://www.takano-net.co.jp/ir/index.html

【株式に関するお手続きについて】
●特別口座に記録された株式

お手続き、ご照会等の内容 お問い合わせ先

●特別口座から一般口座への振替請求
●単元未満株式の買取請求
●氏名・住所等の変更
●特別口座の残高照会
●配当金の受領方法の指定（※）

特 別 口 座 の
口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL 0120-232-711（通話料無料）
［手続き書類のご請求方法］
○音声自動応答電話によるご請求
　0120-244-479（通話料無料）
○インターネットによるダウンロード
　http://www.tr.mufg.jp/daikou/

●郵送物等の発送と返戻に関するご照会 
●支払期間経過後の配当金に関するご照会
●株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株 主 名 簿
管 理 人

（※）特別口座に記録された株式をご所有の株主さまは配当金の受領方法として株式数比例配分方式はお選びいただけません。

●証券会社等の口座に記録された株式
お手続き、ご照会等の内容 お問い合わせ先

●郵送物等の発送と返戻に関するご照会
●支払期間経過後の配当金に関するご照会
●株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株主名簿
管 理 人

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL 0120-232-711（通話料無料）

●上記以外のお手続き、ご照会等 口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。
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To Our Shareholders

株主のみなさまには、平素から格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

当社の第62期第2四半期累計期間の業績ならびに通期の見通しについて、次のとおりご報告させていただきます。

第2四半期連結累計期間の概況

通期の見通し

代 表 取 締 役 社 長

通期の見通しにつきましては、足元

の景気の状況は緩やかな回復基調で

推移しているものの、消費税率変更

にともなう駆け込み需要の反動減、

新興国をはじめとする海外の景気の

下振れも懸念され、景気の先行きは

いまだ不透明な状況であります。

このようななか、当社グループは、

中期経営計画「Grow up 63」に定

める目標の達成に向けて、重点的か

つ積極的な経営資源の投入により施

策実行スピードを向上させてまいり

ます。

なお、通期の業績予想につきまして

は、現時点で、本年5月9日に公表

いたしました予想と変更はなく、右

表のとおりとなっております。

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、

雇用・所得環境の改善等により、全体として緩やか

な回復基調で推移しているものの、消費増税にとも

なう駆け込み需要の反動の長期化、急激な為替の変

動の影響など、引き続き、予断を許さない環境が続

いております。

このような環境のもとで、当社グループは中期経営

計画「Grow up 63」の達成に向け、計画の2年目

にあたる当期は、計画の基本方針である「中期的な

事業の成長を確保するため、新しい分野に対する

『攻め』を徹底して行う」を推進すべく、引き続

き、重点的かつ積極的な経営資源の投入により、施

策の実行を行ってまいりました。

その結果、主に検査計測機器事業の販売の拡大によ

り、当第2四半期連結累計期間の売上高は8,550

百万円で、前年同四半期比2,330百万円（37.5％）

の大幅な増収となりました。

利益面につきましては、資材価格の上昇、検査計測

装置販売価格の低下等の影響はあったものの、積極

的な合理化、販売拡大による粗利益の改善等によ

り、営業利益9百万円（前年同四半期は営業損失

368百万円）、経常利益100百万円（前年同四半期

は経常損失304百万円）、四半期純利益53百万円

（前年同四半期は四半期純損失437百万円）と黒字

転換をはたすことができました。

通期業績の見通し
連　　結  単　　体 

売　上　高 17,600百万円
（前期比13.5%増）

15,050百万円
（前期比12.3%増）

経 常 利 益 470百万円 350百万円
当期純利益 400百万円 325百万円
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Special Topics特 集  環境経営への取り組みについて

タカノでは、「倫理を守り、顧客をはじめとするステークホルダーから信頼され、地球環境を守る高い資質を有する企業であり
たい」との経営理念を掲げ、CSR活動が企業の継続発展に欠かすことのできない重要な要素であるとの認識に立ち、法令順守を
はじめ、情報開示、環境保全活動に取り組んでいます。
そこで今回は本誌をお借りしまして、当社のCSR活動、特に環境経営に対する取り組みについてご紹介したいと思います。

タカノでは、環境基本方針に則り、継続的な改善によって
環境負荷の低減に取り組み、持続的発展が可能な社会づく
りに貢献するため、ISO14001に基づく環境マネジメント
システムの構築と環境監査を通じた継続的なシステムの改
善活動を行っています。ISO14001の認証は1999年3月認
証取得に始まり、現在では全社統合したマネジメント認証
を取得しています。
環境マネジメントを行う上での組織は、社長をトップとし、
環境担当取締役、全社環境管理責任者の統轄のもと、全社
環境管理委員会と部門環境委員会と
の密接な連携により、情報の水平展
開と全社的な環境パフォーマンスの
向上を推進しています。

タカノでは、3か年の環境計画を策定し、計画的に環境保全活動等を推進し
ています。計画においては、主に「温室効果ガスの削減」、「環境配慮商品の
推進」、「廃棄物対策の推進」の3つの環境目的を取り上げ、それを中期の目
標、単年度の目標にブレークダウンし、それを実施計画に織り込み、環境保
全活動を推進しています。
2013年度の環境目標および実績は下表のとおりであり、それぞれ目標を達
成することができました。
これからも、「計画」、「実施および運用」、「点検および是正処置」、「経営者
による見直し」というPDCAサイクルを回す仕組みにより、継続的な環境保
全活動を進め、持続的発展が可能な社会づくりに貢献してまいります。

■環境基本方針
タカノでは、次の環境基本方針を定め、全社・全員参加での環境経営に対する取り組みを行っています。

タカノ株式会社は、経営理念の「地球環境を守る高い資質を有する企業でありたい」と掲げている一節に基づき、企業
活動と環境保全は一体であるとの認識に立って、経営にあたり、より良き地球市民をめざし、環境目的・目標の設定及
びレビューにより改善を進め、積極的に社会的責任を果たすために、全社をあげて取り組みます。

環境マネジメントシステム・組織

環境目標と環境実績について

社 　 　 長

環 境 担 当 取 締 役

全社環境管理責任者

全社環境管理委員会

環境管理責任者会議内 部 監 査
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○2013年度環境目標および実績
環境目的（主要施策） 2013年度環境目標 2013年度環境実績

温室効果ガスの削減
・エネルギー効率向上
・省エネ機器への切替
・エネルギー診断の実施等

原単位 39.9 t-CO2/億円 原単位 35.1 t-CO2/億円

環境配慮商品の推進
・省エネ、省資源設計
・リサイクル設計
・環境配慮生産

環境配慮商品開発等取組件数 8 件 環境配慮商品開発等取組件数 8 件

廃棄物対策の推進
・分別の徹底
・不良削減
・歩留り向上

廃棄物再資源化率 95.0 ％ 廃棄物再資源化率 96.5 ％

※環境目標・実績等の数値は長野県内にある事業所に係る数値を表示しております。
※電気の使用にともなう温室効果ガス排出量の算定に用いた係数は「0.000455t-CO2/kwh」です。

TOPIX  「減電プロジェクト始動－高い目標へ全社でチャレンジ」
タカノでは、大きな環境目標を掲げることにより、従来からの取り組みを見直し、より一層の環境負荷の低減に取り組む
べく、本年8月「3年間で使用電力量を30％削減する」という高い目標を設定し、目標達成に取り組む「減電プロジェク
ト」を立ち上げ、活動を開始しています。
減電プロジェクトでは、全社の電力使用の状況をくまなく調べ、省電力コンプレッサーや省電力空調機器への入れ替え、
LED照明の大幅入れ替えなどの他、身近な節電も含め、対策を立案し、減電活動に取り組んでいくこととしています。

2011年度2010年度 2012年度

二酸化炭素排出量
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3,000
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2013年度

（単位：t-CO2）

4,950 4,816 4,621 4,694
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Close Up
人とくるまのテクノロジー展に出展
ユーザーニーズを捉え商品開発を進める Close Up

医療機器開発・製造展に出展
医療分野で当社3部門が提案

本年5月21日から23日までの3日間、パシフィコ横浜で開催された「自動車技術展　人とくるまのテクノロジー展
2014」に、当社の画像計測部門、新事業開発部が出展しました。
画像計測部門からは、自動車部品や光沢のある表面の欠陥を検査する「自動車部品外観検査機（画像検査装置）」や

「UVレーザ加工装置」、新事業開発部からは、ショルダーバッグ等の肩へかかる圧力が測定できる「ボディトラック着
圧センサ」や自動車シートの座圧等を計測可能な「ボディトラック座圧センサ」、また、微小圧計測可能な「インプレ
ス」やズレ圧が計測できる「ベクトルセンサ」を出展しました。タカノブースには約300名が訪れ、外観検査機や圧力
測定システムなどは大手自動車メーカー様からもご好評をいただきました。
今後もお客様のニーズにお応えすべく、商品開発を進めてまいります。

本年6月25日から27日までの3日間、東京ビッグサイトで開催された「第5回医療機器開発・製造展（MEDIX）」に、
当社の画像計測部門、産業機器部門、新事業開発部が出展しました。
画像計測部門からは「UVレーザ加工装置」、「画像検査・計測システム」、産業機器部門からは「ロータリーソレノイ
ド・特殊バルブ」、新事業開発部からは「面圧測定システム」を出展しました。タカノブースへは3日間で約260名が来
場されました。同時に機械要素技術展が開催されており、医療に限らず自動車関係など幅広い業種の方に製品をご覧い
ただくことができました。
今後は来場されたお客様への積極的なフォローを行い、販売に結びつけてまいります。

Close Up TAKANOクローズアップ  タカノ



7 8

連結キャッシュ・フロー計算書の概要 （単位：百万円）

Consolidated Financial Statements四半期連結決算概要（要旨）

当第2四半期
（2014年4月1日から2014年9月30日まで）

前第2四半期
（2013年4月1日から2013年9月30日まで）

売上高 営業損失 経常損失 四半期
純損失

売上高 営業利益 経常利益 四半期
純利益

税金等調整前
四半期純利益

特別損失

6,219

8,550

53

△368
△304

△437

営業外収益
98

営業外費用
7

特別利益
－ －

9
100100

売上原価
販売費及び一般管理費

7,068
1,472

28
19
47

法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額

法人税等合計

当第2四半期末
（2014年9月30日現在）

前期末
（2014年3月31日現在）

当第2四半期末
（2014年9月30日現在）

前期末
（2014年3月31日現在）

資産合計
33,378

現金及び預金
9,582

有形固定資産
6,819

無形固定資産
265

投資その他の資産
6,116

現金及び預金
10,109

有形固定資産
6,818

無形固定資産
334

投資その他の資産
6,258

負債・純資産合計
33,378 負債・純資産合計

31,814
 負債
7,307

純資産
26,070

 負債
5,744

純資産
26,069

資産合計
31,814

流動資産
20,177

固定資産
13,201

流動資産
18,403

固定資産
13,410

流動負債
6,309
固定負債

998

株主資本
25,870
その他の

包括利益累計額
199

流動負債
4,801
固定負債

943

株主資本
25,795
その他の

包括利益累計額
274

住生活関連機器
3,409 百万円
39.9%

産業機器
1,016百万円
 11.9%

機械・工具
591 百万円
6.9%
エクステリア
481百万円
5.6%

検査計測機器
3,051百万円
35.7%

セグメント別売上高構成比

当第2四半期
（2014年4月1日から2014年9月30日まで）

連結キャッシュ・フロー計算書
営業活動の結果得られた資金は、前第2四半期比909百万円増加し、945百万円となりまし
た。これは、前受金の増減額による収入が1,860百万円減少する一方、棚卸資産の増減額に
よる収入が1,595百万円増加したこと、税金等調整前四半期純利益が455百万円増加したこ
と等によるものです。
投資活動に使用した資金は、主に投資有価証券の取得による支出が601百万円減少したこ
と、投資有価証券の売却による収入が250百万円増加したこと等により、前第2四半期比993
百万円減少の102百万円となりました。
財務活動により支出した資金は、リース債務の返済による支出が9百万円増加したこと等によ
り、前第2四半期比4百万円増加の199百万円となりました。

Point

8,972

9,637
945

現金及び現金同等物の
期首残高

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に
係る換算差額

現金及び現金同等物の
四半期末残高

営業活動による
キャッシュ・フロー

21
△102

△199

売上高（外部顧客への売上高） セグメント損益
前第2四半期 当第2四半期 増減率 前第2四半期 当第2四半期 増減率

住生活関連機器 3,212 3,409 6.1% △115 △34 －
検査計測機器 1,096 3,051 178.4% △309 △63 －
産業機器 1,051 1,016 △3.3% 86 91 5.8%
エクステリア 445 481 8.0% △41 △21 －
機械・工具 413 591 42.9% 16 40 144.1%
セグメント間取引消去 － － － △5 △2 －

合　計 6,219 8,550 37.5% △368 9 －

連結損益計算書の概要 （単位：百万円）

連結貸借対照表の概要 （単位：百万円）

セグメント別概況 （単位：百万円）
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●株式・株主の総数
発行可能株式総数 50,000,000株
発行済株式総数 15,721,000株
株主数 6,443名

●大株主 

株主名 持株数 持株比率

コクヨ株式会社 2,151,500株 13.68％
堀井　朝運 1,487,400株 9.46％
日本発条株式会社 1,151,500株 7.32％
みずほ信託銀行株式会社 1,000,000株 6.36％
株式会社鷹山 955,700株 6.07％
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 603,400株 3.83％
タカノ株式会社 524,734株 3.33％
鷹野　準 458,600株 2.91％
鷹野　力 423,900株 2.69％
エムエルアイ　ストック　ローン 338,242株 2.15％

（注）みずほ信託銀行株式会社の所有株式数は、すべて日本発条株式会社の信託財産であります。

●所有者別株式の分布状況

●株価の推移

その他法人
5,314,100株（33.80％）

金融商品取引業者
71,039株（0.45％）

金融機関
2,222,300株（14.14％）

自己名義株式
524,734株（3.33％）

個人・その他
6,795,962株
（43.23％）

外国法人等
792,865株（5.05％）

500

600

700

13,000

17,000

0

80,000

160,000

240,000

2014/4 2014/5

2014/4

2014/7

2014/7

2014/10

2014/102014/5

2014/6

2014/6

2014/8 2014/9

2014/8 2014/9

タカノ株式・売買高

日経平均株価

（円）

（株）

タカノ株価

2014年度の株主優待は、2014年9
月30日現在の株主のみなさまを対
象として、1,000株以上所有の株主
のみなさまへは下記の6点の商品の
なかから1点お選びいただき贈呈い
たします。なお、商品は12月中旬※ま
でに発送する予定です。
100株以上1,000株未満所有の株主
のみなさまへは、12月上旬に当社で
販売している「高嶺ルビーはちみつ
ラスクセット」をお送りいたします。
※ 商品の適期にお送りするため「ワイン」
「りんご」「山いも」および「市田柿」は発送
時期が前後することがございます。

株主優待制度のご案内

A.信州ワイン B.信州りんご

C.高級なめ茸「志賀の郷」 D.信州の山いも

E.信州富士見高原ハム・ソーセージ F.市田柿

会社概要（2014年9月30日現在）

グループ会社（2014年9月30日現在）

役　員（2014年9月30日現在）

ホームページのご紹介

タカノでは、株主・投資家のみなさまへの
タイムリーな情報提供および双方向の情報
交換を目的に、ホームページに会社情報を
掲載しております。ぜひご覧ください。

http://www.takano-net.co.jp

代表取締役社長 鷹 　 野 　 　 　 準
常 務 取 締 役 鷹 　 野 　 　 　 力
常 務 取 締 役 小 田 切 　 　 　 章
常 務 取 締 役 大 　 原 　 明 　 夫
取 締 役 久 留 島 　 　 　 馨
取 締 役 臼 　 井 　 俊 　 行
取 締 役 玉 木 昭 男
取 締 役

（ 社 外 取 締 役 ）
黒 　 田 　 章 　 裕

取 締 役
（ 社 外 取 締 役 ）

嘉 戸 廣 之
常 勤 監 査 役 戸 　 枝 　 茂 　 夫
監 査 役

（ 社 外 監 査 役 ）
長 谷 川 　 洋 　 二

監 査 役
（ 社 外 監 査 役 ）

小 澤 輝 彦

商 号 タカノ株式会社
本社所在地 長野県上伊那郡宮田村137
創 業 1941年7月1日
設 立 1953年7月18日
資 本 金 20億1,590万円
事 業 内 容 事務用椅子、その他椅子等の

オフィス家具、ばね、エクス
テリア製品、エレクトロニク
ス関連製品、医療・健康福祉
機器の製造ならびに販売

従 業 員 数 441名
上場取引所 東京証券取引所市場第一部

●株式会社ニッコー
住 所 長野県上伊那郡宮田村
事 業 内 容 工具・器具機械等の仕入販売
資 本 金 90百万円

●タカノ機械株式会社　
住 所 長野県上伊那郡宮田村
事 業 内 容 省力化機械の製造販売
資 本 金 50百万円

●台湾鷹野股份有限公司
住 所 中華民国台中市
事 業 内 容 検査装置の保守サービス
資 本 金 20百万新台湾元

●タカノコリア株式会社
住 所 韓国京畿道安養市
事 業 内 容 検査装置の製造販売
資 本 金 10億ウォン

●上海鷹野商貿有限公司
住 所 中華人民共和国上海市
事 業 内 容 オフィス椅子等の仕入販売
資 本 金 50万米ドル

●香港鷹野国際有限公司
住 所 中華人民共和国香港特別行政区
事 業 内 容 エレクトロニクス製品および製

品にかかる部品等の仕入・販売
（輸出入）

資 本 金 1百万香港ドル

※上記グループ会社はすべて出資比率100%の子会社です。


